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　グリーンは、緑色のラシャ張りのドアによって
象徴される「国境」を挟む二種類の世界の対立を
テーマにして、人間の生と死との係わりを描いて
きた。それとともにテーマの意図を実現するため
に、技法の問題に苦心してきたことを私たちは見
逃すことはできない。この点についてグリーン
は、「注目に値する作家はだれにしても、自分に
処理できないと気がつくもの（筆者注：時間の処
理）に初めて出合う瞬間があるものだ。そのとき
作老は真価をためされ、その独自の技法が進展す
る」1）と述べている。作家としてのグリーンの生涯
を技法の点から二分すると、前半は三人称による
視点描写の完成をめざしたThe　Heart　of　the
Matter（1948）を含む1940年代の終りまでの期間
であり、後半は50年代のThe　Third　Man（1950）
の一人称による語り口に始まり、80年代の寓話に
よる方法へ移行した期間である。その意味で、
The　Heart　of　theルlatterは三人称語りから一人称
語りへの移行の分岐点にある作品と考えることが
できる。
　　　AList　of　Graham　Greene’s　Works
　Sto「ies＝＝The　Basement　Room　and　Other　Stories
　（1935），　∧（ineteen　　Stories　（1947），　TwentツーOne
　Stories　（1954）
　Sense＝A　Sense　o∫　Reatity（1963），　Enlarged
　Edition（1972）
　May＝MaツWεBorrOtV　Your　Hμsみαη〃and　Other
Comedies　of　Sexual　Life　（1967）
Last＝The　Last　Word　and　Other　Stories　（1990）
①は一人称語り
1923　　‘The　New　House’（Last）
1925　　　Babbling　APril
1929　　‘The　End　of　the　Party’（Stories）
　　①‘The　Second　Death’（Stories）
　　　‘Murder　for　the　Wrong　Reason’（Last）
　　　The　Man　VVithin
1930
1931
1932
1934
‘ISpy’（Stories）
‘Proof　Positive’（Stories）
The／Vame　of　Action
Rumour　at∧rightfall
Stamboul　Train
∫t’saBatttefietd
1935①‘ADay　Saved’（Stories）
　　　Engtand　Made　Me
　　　TんeBθαr　Fell　Free
　　　‘The　Basement　Room’（Stories）
　　　‘Jubilee’（Stories）
　 　Brother’（Stories）
　　‘AChance　for　Mr．　Lever’（Stories）
1936　　‘The　Other　Side　of　the　Bordeビ（Stories）
　　　AGu 　for　8α》θ
　　　／ournay　VVitんo励MaPs’
1937①‘The　lnnocenピ（Stories）
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　　　　　　　‘ADrive　in　the　Country’（Stories）
1938　　‘The　Lottery　Ticket’（Stories）
　　　　①‘Across　the　Bridge’（Stories）
　　　　　　　Brighton　Rock
1939　　‘ALittle　Place　off　the　Edgware
　　　　．　Road’（Stories）
　　　　①‘The　Case　for　the　Defence’（Stories）
　　　　　　　アんeLawteSS」Roads
　　　　　　　Th診Confidentiat　Agent
1940　　‘The　Lieutenant　Died　Last’（Last）
　　　　　　　‘The　News　in　English’（Last）
1940　‘Men　at　Work’（Stories）
　　　　①‘Alas，　Poor　Maling’（Stories）
　　　　　　　ThθPower　and　tん2　Glory
1941　‘When　Geek　Meets　Greek’（Stories）
1942　　　　British　1）ra〃zatists
1943　　　7ソ絃ルtinistr：ソoLf　Fear
1946　　　TんθLittte　Train
1948　　　　WhッZ）o∫Write？
　　　　①‘The　Hint　of　an　Explanation’（Stodes）
　　　　　　　The　Heart　O∫theルtatter
1950　　　　The　Littte／7ire　Engine
　　　　①The　Thirdルtan
1951　　　　The　Lost　Chitdhood　and　Other
　　　　　　E∬αツs
　　　　①The　End　o∫tん？ノ1∬air
1952　　　　The」しittle　Horse　Bus
1953　　　　fi「he　Lit／ing　Roo〃t
　　　　　　E∬ais　Catholiques
　　　　　　／Vino　Cαノ∫診
　　　　　　The　Little　Stea〃t　Roller
1954　　‘The　B阯e　Film’（Stories）
　　　　　　‘Special　Duties’（Stories）
　　　　　　‘The　Destructors’（Stories）
1955　‘Work　Not　in　Progress’（Last）
　　　　①Loser　Takes　A〃
　　　　①The　Qeciet　A栩erican
1956①‘The　Man　Who　Stole　the　Eiffel
　　　　　　Tower’（Last）
1957　　　The．　Potting　Shed
　　　　①‘A　Visit　to　Morin’（Sense）
1958　　　　0ur　Man　in　Havana
1959　　The　Comptaisant　Lover
1961
1962
1963
1964
∫ηSearch　OゾαCharacter：TZVO
African／ournats
／1Burn彦一〇ut　Case
lntrodUC彦ions　to　ThハgeハrovelS
‘Under　the　Garden’（Sense）
‘Dream　of　a　Strange　Land’（Sense）
σADiscoveIy　in　the　Woods’（Sense）
Carving　a　Statue
1966①The　Comedians
1967①‘May　We　Borrow　Your　Husband？’（May）
　　　　①‘Beauty’（May）
　　　　①℃hagrin　in　Three　Parts’（May）
、　　　‘The　Over－night　Bag’（May）
　　　　　　‘Mortmain’（May）
1967　　‘
1969
1971
1972
1973
1974
1975
1978
1980
1981
1982
1983
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　 Cheap　in　Augusピ（May）
　　‘AShocking　Accident’（May）
①‘The　lnvisible　Japanese　Gentlemen’（May）
①‘Awfu1　When　You　Think　of　Iピ（May）
①‘Doctor　Crombie’（May）
①‘The　Root　of　All　Evil’（May）
①‘Two　Gentle　People’（May）
　　Collected　Essays
①Travelsωith〃ty　Aunt
　　／1Sort　O∫Life　　　　　　　　　　　　　　　　　・
　　‘The　Blessing’（Sense）
　　℃hurch　Militanピ（Sense）
　　‘Dear　Dr．　Falkenheim’（Sense）
　　The　Pleasure　Dome
　　The〃onorarツConsul
　　Lord　Rocheste〆S　Mon鳶eツ
　　The　Return　O∫A．」．　Rαがtes
　　The～VU〃tan　Factor
　　Ways　oゾEscaPe
①Doctor　Fischer　O∫Geneva　or　The　Bomb
　　Pαr砂
　　7ソie　Great／owet彦
　　‘An　Appointment　with　the　Generar（Lαsの
　　ゾAccase
　　ルtonsignor　Qμixote
　　yθs　and　　∧to　　and　　FOt・　VVhom　　the　　Belt
　　Chimes？
　　アhe　Other　Man’Conversations　with　G「aha”2
　　Greene
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1984
1985
1988
Getting加Know　the　Generat
The　Tenth　Man
‘The　Last　Word’（Last）
‘The　Moment　of　Truth’（Last）
　　①rんCaPtain　and功θEnemツ
1989①‘An　Old　Man’s　Memorヅ（Last）
　　　Yours　etc．
　　　Dear　1）avid，　DθαプGraha〃z
1990　　　Re∫lections
　　①‘ABranch　of　the　Service’（Last）
1992　　　A　World　o∫んイツ0ωπ
1993　　7’んθGraha〃z　Greene　F鋤πReaderごMornings
　　　in　thez）α7々
　グリーンはこの原稿執筆の苦労を、71年にハイ
ネマンとボドリーヘッド両社が共同出版した全集
版の序文で次のように記している。「これまで場
面から場面への転換をどうしていただろうか。ど
のようにして物語の視点を一つに、あるいはせい
ぜい二つに限定しただろうか。そういう技法上の
問題が一ダースも私を苦しめてきた。解決策がい
つも容易に現れてきた戦前にはまったく起らな
かったことだ」2）。またテクスト改訂についても、
「小さな改訂はおそらくこの全集の他のどの小説
よりもはるかに多く行われている」3）と打ち明け
ている。
　さらにディヴィッド・ヒグドンは、60年ニュー
ヨークで出版されたヴァイキング・コンパス版
と、74年にやはりニューヨークで出されたヴァイ
キング・コンパス版のテクストとを比較検討し、
「The　Heart　o∫the　Matterほど改訂に注意を
払って書かれた小説作品は他にない」4）と前置き
した上で、付加が23、削除が131、書替えが158か
所にのぼると指摘する。
　1962年、スエーデンのストックホルムの出版社
から出されたIntroductions　to　Three　Novelsとい
う小冊子の中でグリーンは、「またもここに技法
上の欠陥があった。その原因の一部は私が創作活
動をあきらめなければならなかった5年という歳
月によるものだ」5）と語る。
　年代順の著作リストを見ると、The　Heart　of
the　Matterの出版は48年だから、その5年前に出
された小説作品は、43年のThe　Ministry　o∫
Fearである。この5年間に書かれたのは、　The
Little　Trainという童話と、　Why　Do　1　VVrite2の中
の二通の書簡と、“The　Hint　of　an　Explanation”と
いう短篇だけなので、この5年は創作活動のほぼ
空白期間にあたる。
　全集版の序文でグリーンは、この作品は心理的
な欠陥よりも、技法上の欠陥があることを認めた
上で、ペン書きの初稿から削除した、ウィルスン
とスコウビー夫人とのく散歩のエピソード〉を初
あて全集版に復活させた、と制作意図の一端を読
者に洩らしている。
　筆者が先年ジョージタウン大学で調査した、グ
リーンによるペン書きの初稿は、縦32センチ7ミ
リ、横20センチ1ミリ、罫線が33本ある用紙に青
インクで書かれている6）。枚数は175枚、用紙の上
部に算用数字でページ数がつけてあるので、全部
で175ページあることになる。
　原稿を調べていくうちに、作者が序文や他のど
の文章の中でも触れていないもう一つの意図が隠
されていることがわかった。全集版の、ウィルス
ンとルイーズとのく散歩のエピソード〉の直前
に、ウィルスンとハリスの二人がくゴキブリ取り
競争〉をする一節がある。ところがこのエピソー
ドの3ページ分は一連の算用数字によるページが
つけられていず、A1、A2、　A3という別の
ページがついていて、〈散歩のエピソード〉と差
し替えるために、タリット家の晩餐のエピソード
のあとに、「A稿を入れる」（“Take　in　A　Copy”）
というメモが記されている。つまりグリーンは
く散歩のエピソード〉は削除したと記している
が、代りにくゴキブリ取り競争〉の一節を挿入し
たことには触れていない。その意図は何か。この
入れ替えの必然性は技法の点からすると、基本的
には語りと視点の問題に尽きると筆者は思う。
　全集版第一巻第一部は一、二章ともに、ほぼ全
編がスコウピーの視点から語られる。ところが第
二部はスコウビーからウィルスンに視点が切り替
えられ、事件はウィルスンの視線をとおして伝え
られている。初稿から削除されたく散歩のエピ
ソード〉と差し替えられたA稿のくゴキブリ取り
競争〉を含む第一巻第二部にある他の4つの節の
配列を初稿、初版、ユニフォーム・エディショ
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ン、全集版の4種について調べると、次のように
なる。
　〈散歩のエピソード〉は初版とユニフォーム・
エディションでの、第一巻第二部第一章第三節と
第二章の間に挿入されたことになり、全集版では
く散歩のエピソード〉とくスコウビーの出発〉の
場面をそれぞれ第二章の一節と二節とに配列し直
している。
Book　One，　Part　Two
初　　　稿 初　　　　版 Uniform　Edition全　集　版
インド人による占い 1 Chapter　l　1Chapter　I　1 ［1］i
タリット家の晩餐 口 2 2 u
ゴキブリ取り競争 A1～A3 3 3 血
散歩のエピソード 皿 なし なし ［2］i
スコービーの出発 】v Chapter　O Chapter　H u
　グリーンはく散歩のエピソード〉を全集版に復
活させた理由を次のように言う。「この小説の最
初の原稿の中では、ヒル・ステーションの下を走
る廃棄された線路沿いを、夕方になって散歩する
スコウビー夫人とウィルスンの間で一場が演じら
れていた。第二部第一章の終りと第二部第二章の
始めの間である。これはスコウビー夫人の性格を
もっと好意的な立場から見たものだ。しかしその
場面はウaルスンの目をとおして描かれなければ
ならなかった」。そのためにはこの場面に先立つ
くゴキブリ取り競争〉の中で、ウィルスンの性格
描写を推し進あ、同時に視点の設定をウィルスン
の内面に切り替えなければならない。それを示
す、A2稿から削除された3つの文章（1）（2）（3）を取
り上げてみたい。
（1） It　was　like　uarrelin　With　onels　own　ima　e　hl　the　lass．“I　was　crazy，”he　thought．‘’What
made　me　fiy　out　like　that？IVe　lost　a」田endra丑由＿
　（1）の削除部分はウィルスンの性格を発展させて　　務めるスコウu“一について形容される、Scobie
いる。the　sense　of　justiceが港町で警察副署長を　　the　Justと強く共鳴しているからである。
（2）　　That　night　it　took㎞along　while　to　sleep，　and　when　he　slept　at　last　he　drea皿ed　tllat　he
had　committed　a田田k　c亘me　so　that　he　woke　with　the　sense　of　ilt　st沮hea　uol1㎞．　Hk
，
　　シ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
gn　his　way　down　to　brealrfast　he　paused　outside　Hanis’s　door．　There　was　no　sound．
WheH　AShews
（2）の文章で語り手は、「ウィルスンは殺人を犯　　スンの内面に視点を据えてその意識を語る。ウィ
した夢を見た」と言ったあとで、明らかにウィル　　ルスンがタリットとも、n　一一　tfフとも取れるシリ
4
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ア人警官に追われた、という描写はスコウビーの　　意識にも当てはまることを暗示している。
（3）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt°
ll
，
ltill－a－irappy－ti1eugiitil
　（3）の文章も（2）と同様に、ウィルスンの内面描写
を行うことによって、このエピソードをはっきり
とウィルスンの視点から語ろうとした意図を知る
ことができる。
　しかしウaルスンの内面を描写することは、そ
れまで維持してきたスコウビーの視点描写の一貫
性に破綻を生じさせる。少なくとも作者は、ここ
でこの場面を持ちだすのはスコウビーの視点を崩
してしまう点で時期尚早だと思ったと言う。した
がって作者はウィルスンの内面からの視点描写を
避けるために、少なくともこの3つの文章を削除
しないわけにはいかなかった。けれどもこの3か
所を除くテクストの大部分は登場人物の性格描写
を阻害するよりは、むしろプロットの進展を促し
ていると判断して、〈ゴキブリ取り競争〉を残す
ことに決めたと考えることができないだろうか。
注
1）Graham　Greene，　Collected　Essays（London：
　　Bodley　Head，1969），　p．69．
2）Graham　Greene，　The　Heart　o∫the　Matter（1948：
　　London：Bodley　Head，1971），　xii．
3）　Ibid．，　xiv．
4）David　Leon　Higdon，“Graham　Greene’s　Second
　　Thoughts：The　Text　of　The　Heart　of　the　Matter”，
　　Studies　in　Bibtiography，30（The　University　Press
　　of　Virginia，1977），　p．250．
5）Graham　Greene，1ntroductions　to　Three　Novets
　　（Stockholm：Norstedts，1962），　p．26．
6）用紙の調査は、1998年ハワード・nニヴァーシ
　　ティ研究員としてワシントンDCに滞在した日本
　　大学助教授木内徹氏の好意によるものである。
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6岩崎正也教授　略歴および主要著作
略 歴
氏　　名
生年月日
本　　籍
住　　所
岩崎正也（いわさき　まさや）
1937年1月28日生
新潟県上越市
〒943－0831新潟県上越市仲町5－5－2
（1）学 歴
1960年3月
1962年3月
1963年3月
早稲田大学第一文学部文学科英文学専修卒業
早稲田大学大学院文学研究科英文学専攻修士課程修了（文学修士）
早稲田大学大学院文学研究科英文学専攻特殊学生修了
（2）職 歴
1960年4月
1961年9月
1963年4月
1965年4月
1971年4月
1975年4月
1979年4月
1986年4月
1987年4月
1988年4月
1994年8月
1995年4月
2002年3月
東京都東村山町立第一中学校非常勤講師
東京都立川市立第一一中学校非常勤講師
東京都・私立成女高等学校教諭
新潟県立高田高等学校教諭
新潟県立小千谷高等学校教諭
新潟県立見附高等学校教諭
新潟県立高田高等学校教諭
新潟県立柏崎高等学校教諭
長野大学産業社会学部教授
信州大学教養部非常勤講師（～1992年3月）
ジョージタウン大学大学院英文科（アメリカ
早稲田大学法学部非常勤講師
長野大学定年退職
・ワシントンDC）研究員（～1995年3月）
主　要　著　作
1　論文
①　　rr内なる人』一グレアム・グリーンの「喪失」と「成熟」一」早稲田大学英文学会r英文学』第
　　46号　1977年3月（単著）
②「グレアム・グリーンのr庭の下』について」（rフェニックスを求めて一英米小説のゆくえ一』）
　　南雲堂　1982年6月（単著）
③　　「グリーンの創作方法」（r英語青年』1991年9月号）研究社　1991年9月（単著）
④　「清水邦夫のr火のようにさみしい姉がいて』論」r長野大学紀要』第17巻第4号　1996年3月
　　　（単著）
⑤　「グレアム・グリーンーその生と死一」（rグローバル時代の地域と文化』）郷土出版社　1999年6
6
7　　月（単著）
⑥「グレアム・グリーンの原風景一く緑色のラシャ張りのドア〉の現実と虚構一」r長野大学紀要』
　　第23巻第4号　2002年3月（単著）
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